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Ⅰ．法人実態 

 

1. 職員実態及び運営組織図（R5.3.31 現在） 

 

①職員実態 

 

 

②運営組織図 
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Ⅱ．理念・基本姿勢 

 

理 念 

 おもいやりのこころを大切にし、サービスの提供を行います。 

 

基本姿勢 

① 常に安心、安全を最優先し、ご利用者の信頼に応えます。 

② 地域福祉の拠点として、ニーズに応える法人となります。 

③ 佐用福祉会の発展を通じて、職員の幸せを築きます。 

 

 

  

  

  

お互いを知る

現在　⇒　5年後　⇒　10年後

｢その人らしい

生活｣を提供する。
それぞれの

居場所を作る

【佐用福祉会 10年後のビジョン】
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Ⅲ．令和 4 年度事業計画の実施状況について 

 

１．短期目標報告 

 

【法人本部】 

○運営基準の見直しに伴う虐待防止委員会の設置と、虐待防止に向けた取り組みの実施。 

前期 ・運営改善委員会にて、話し合いを重ねて、虐待防止マニュアル、身体拘束適正化の指

針を作成できた。 

・虐待防止対応規定の策定、虐待事案が起きた時のマニュアル、報告書等を整備でき

た。 

・7/11、第 1回虐待防止委員会を開催した。 

・8/1、法人全職員を対象に、研修を実施。 

・虐待防止マネージャーの研修は、未受講。 

・9/5、身体拘束適正化委員会を実施。 

後期 ・2月、障害者虐待防止マネジャー研修会受講（管理職含む 3名） 

・3月、法人職員へセルフチェックアンケートを実施。 

・新規採用職員に対する研修。 

・西播磨圏域相談支援フォローアップ研修「障害者の権利擁護と虐待防止について」

への参加（5名） 

・身体拘束適正化委員会でのケース検討（A氏の骨折による居室施錠、B氏の転倒増

による居室施錠、C氏の車イスベルト使用） 

 

○個々に合わせた日課、行事を検討する。日課の参加について、本人が選択し個別に検討する。 

前期 ・花見のドライブや夏のお楽しみ会、花火等を行った。新しい試みとしてスーパーマー

ケットの移動販売車を利用したが、時間人員等検討課題が残った。 

・利用者の選択した日課は行えていないが、水曜日の午後の時間を作業生活なしとし、

担当と関わりの持てる時間を５回行った。 

後期 ・移動販売は、曜日時間の変更ができない、職員人数の増員が出来ず、10月より行え

ず。 

・居室管理の日は、担当利用者との買い物等実施できた。 

・10月よりコロナウイルス感染のため、各寮棟対応が続いた。 

 

 

○公益事業計画を立てる。令和 5年度に開始できるように準備をする。 

前期 ・9 月 12 日、公益事業草案を事務長に提出、相談を行った。 

・ほっとかへんネットへの参画。 

後期 ・公益事業計画について会議は行えず。 

・ほっとかへんネットへの参画。 
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○幹部職員研修・次期リーダー育成研修。 

前期 ・全国施設長会議課長参加、福祉の動向、障害者福祉の流れを学ぶ。 

・新任主任、副主任の研修を行った。 

後期 ・人事評価検討会議を持つがコロナ感染のために年度内で制度完成できず、次年度に

継続する。 

 

〇定款細則の制定 

前期 ・8/24定款細則の原案を元に施設長と検討会を実施した。 

（契約金額や職員採用の権限について課題あり） 

後期 ・税理士と協議することが出来ず、経営戦略会議にて検討することが出来なかった。 

 

【障害者支援施設いちょう園】 

○個別支援作成の流れの見直しを行い、ニーズに沿った支援を行う。 

前期 ・利用者が参加しての会議は実行出来た。重度の方についても参加してもらい話しか

けを行った。まだまだ、自由な発言は少ないが、今後、利用者が発言しやすい会議にし

ていく。 

・個別支援計画関係者の研修については、当初予定していた、他施設の見学等の研修は

実行できず。コロナ禍もあるが、様子を見ながら実行していきたい。 

後期 ・職員室での会議が多く、利用者に良い雰囲気が作れなかった。 

・入所利用者のニーズは聞き取りまとめる事が出来た。 

・研修については、コロナ禍及びその他業務にて実行することが出来なかった。 

 

○（就労継続支援 B型）利用者の働きやすい環境の整備。人数増加に伴う作業範囲の拡大。新規利用者

の定着と作業スキル向上。 

前期 ・特養の大型改修工事も本格的になり、工事の進捗状況に合わせ、各作業（居室・トイ

レ・居室）のマニュアルをその都度作成する。 

・熱中症対策（空調服・アイスノン・塩分補給） 

・新規場所（第 2庁舎）の作業に向け、個々に合わせたマニュアル、手順書の作成。 

・新規利用者は本人に合わせた作業の提供を行い定着する事ができている。 

・作業能力別の工賃向上を行った。 

・特養作業利用者の工賃の見直しを行った。 

後期 ・特養の大型改修工事の進捗状況に合わせ、スケジュールと作業手順書の作成をその

都度行い利用者が大きく混乱する事は無かった。 

・佐用町役場第 2庁舎の作業を開始し、利用者の人数に合った作業量を確保する事が

できた。 

・利用者人数の増員と作業スキルの向上から役場との委託料引き上げ交渉を行い、日

額 6０００円～日額８７００円になる（令和５年度～） 
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○福祉避難所のマニュアル作成進める。たんぽぽの避難確保計画作成。 

緊急時対応（喉詰め、AED使用時）チュートリアル作成、また消防署の講習。 

前期 ・福祉避難所について、3月の会議にて町主導依頼し 4月、8月福祉課と企画防災課に

会議進捗確認と要請を行う。 

・たんぽぽの避難確保計画について、７月災害想定シミュレーションを行い、それを基

に避難確保計画改正と中町追加を行い役職回覧の上９月 1 日企画防災課に提出。 

後期 ・3/24福祉避難所の会議について福祉課に問い合わせを行う。 

・消防署講習は新型コロナの関係で２月に行う。 

・喉詰め対応(夜間、休日)のチュートリアルは３月消防署の監修を受け作成。職員配

布、食堂掲示済み。 

 

 

○新規利用者の確保及び、通所利用者の安定利用。 

前期 ・西はりま特別支援学校から新規 2名獲得 

・結合実習 3名行い、2名来春利用予定。 

・病院から退院後の獲得→1名 

・なごみ美作・・3名来園プレゼン実施（園内） 

・コロナ緊急事態宣言中、登園ができない場合には、各家庭に電話連絡を行い情報共有

と発信を行った。 

・長期欠席者には担任中心の訪問支援、行事参加への電話対応を行い信頼関係に努め

た。 

後期 ・西播磨支援学校、誕生寺特別支援学校、NPO法人みまさか他の事業所との連携強化

と、コロナ禍において見学等行った。 

・欠席の続く通所利用者の欠席時対応については、行事等を保護者に事前に伝え、確

実登園を見込み、当日電話連絡にて伝えることにより参加出来た。本人に楽しみを少

しでも伝えながら、訪問支援にも務めた。 

 

○日中一時支援及び短期入所について、地域の感染拡大期（コロナ禍）における受け入れ体制の確立。 

前期 ・感染症対策委員会で受け入れについて話し合い、日中一時支援、短期入所共に 1/18

より受け入れ中止で通所利用者のみ受け入れを継続した。日中一時支援は 7 月より、

マスク着用と３回ワクチン接種済みであることを条件に一般の希望者も受け入れ可能

とした。 

・相談支援事業所からの希望者についても受け入れ検討をその都度行ったが、コロナ

禍のため利用はコロナが落ち着いてからとなる。 

後期 ・日中一時支援、短期入所共に施設内でコロナ感染者が出たため、10/3～10/21、

11/17～12/11、1/9～2/5は全面受け入れ中止とした。 

・日中一時支援は通所利用者以外は 

①マスク着用ができる 

②3回目のワクチン接種が終了 
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③今までに利用がある 

以上 3点の条件が満たされる方のみ受け入れ可能とした。コロナの状況に合わせな

がら、柔軟に受け入れを検討した。 

・短期入所は、通所利用者のみ受け入れ可能とした。 

・相談支援事業所からの希望者については柔軟に対応した。 

 

 

【グループホームたんぽぽ】 

○中町、栄町の一員として自治会活動の参加の促進。 

前期 ・たんぽぽ栄町は、神社の掃除など徐々に屋外中心の行事が始まり、参加できている。

中町は参加できず。 

後期 ・地域行事として、龍山神社の清掃（秋季、年末）には参加できた。ふれあい喫茶は

再開時期と園のコロナ蔓延時期が重なり参加できず。独自イベントとして、10月 27

日に利用者 7名でオータムドライブとしてテクノの駄菓子屋へドライブをした。 

 

○利用者の健康管理(肥満対策、それに伴う病気)に関して把握と共通した支援体制の確立。 

前期 ・たんぽぽ栄町はコロナ事情に応じて歩行を開始し、全体的に体重の減少傾向がみら

れる。たんぽぽ中町は歩行ができておらず、9月職員会議にて散歩の許可を出し様子を

見ることとした。食事の量については支援員世話人で意見を共有できず。 

後期 ・体重増加に関して、サイクリング等で運動は増やしているが、コロナ外出中止期間

に体重増加が見られ、その後体重減少に繋がらず。 

・世話人研修会を 9月 11日に開催し、グループホームの意義や世話人の意義につい

て話をした。 

 

 

 

【相談支援事業所すまいる】 

○地域ニーズに応える相談支援と、持続可能な事業のバランスを図りながら、事業展開していく。 

前期 ・地域のニーズを把握する為の、データ整理（地域別、年齢層、障害別など） 

・事業内容を主任へ引き継いでいく。 

・すまいる業務の整理と、役割分担の見直し。 

・日頃の他機関との情報交換。 

後期 ・データ整理ができなかった。 

・デジタル化を進める事ができなかった。 

・請求に関する業務を引き継げていない。 

・西播磨相談支援部会、佐用町相談支援連絡会、ひきこもり調査報告会、医療的ケア児

コーディネーター連絡会、佐用町特別支援教育コーディネーター研修会にて、情報交

換を行った。 
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○相談員の人材育成。 

前期 ・順次、担当ケースを引き継いでいる。 

・中・西播磨精保福研修会（ネット・ゲーム依存、思春期の心の問題）、佐用町介護支

援専門員研修会（大人の発達障害）、県相談支援従事者基礎研修への参加。 

・令和 4年度相談支援専門員現任者研修へ受講済（所長）。 

後期 ・順次、茅原の担当ケースを引継ぎ、完了。 

・相談支援セミナー（オンライン）、圏域フォローアップ研修に参加。 

 

 

【地域活動支援センターあさぎり】 

○個別支援計画の実施。 

前期 ・個別支援計画作成、利用者説明、同意書取得が行え個別支援計画のスタートが 6 月

からとなりモニタリングは延長。1月の誕生者から行う予定。 

後期 ・1月より誕生月に随時対象者のモニタリングを行う。また、計画作成時の要望など

で男子トイレに手すりを付けるなど行った。 

 

○支援員の人材育成。実際に業務に入り引き継いでいく。 

前期 ・6月より月 50 時間程度あさぎり業務に入り、前任者の業務を一緒に行っている。 

所属職員の各月 2 回の応援業務は年休や勤務状態いちょう園の配置の問題で現実出来

ず、あさぎり職員の年休など緊急時に調整した。 

後期 ・主要なパートの役割と主任(所長の)仕事の仕分けなど研修を通し形になった。新任

パートの現場指導を行い初日、1カ月、3カ月振り返りを行った。 
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Ⅳ．各事業所報告 

 

1．法人本部 

 

 以下の通り開催した。 

 

〇理事会 

  開催日 出席者 

239 回理事会 R4.6.3 理事長他理事 6名、監事 2名 

240 回理事会 R4.6.20 理事長他理事 6名、監事 2名 

241 回理事会 R4.9.7 （※書面決議にて） 

242 回理事会 R5.3.23 理事長他理事 6名、監事 2名 

 

 

〇評議員会 

  開催日 出席者 

第 23回評議員会 R4. 6.20 理事長・業務執行理事・評議員 7名、監事 2名 

第 24回評議員会 R4.9.22 （※書面にて） 

第 25回評議員会 R5.3.30 理事長、業務執行理事・評議員 7名 
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2．障害者支援施設いちょう園 

 

① 【生活介護】 

 今年度は、入所部・通所部合わせて 4名の新規利用者があった。 

 いちょう園の寮棟内にて入所者のコロナ感染があり、10 月 2 日～10 月 16 日登園停止、11 月 18 日～

12 月 1日登園停止とした。1月の感染者が出た際には、ご家庭からの要望もあり、入所利用者と通所利

用者の活動や食事の場所を完全に隔離し、支援にあたる職員も入所と通所が交じり合わない環境を整備

し、希望者登園の形をとった。また、大雪での登園中止もあり、昨年に比べて、利用率の低下がみられ

た。 

 また、行事などの活動は、施設内で行えるもの、当園のみで貸し切りで利用できる場所への外出を中

心に行った。 

 

 

 
 

 

② 【施設入所支援】 

今年度は 1名が新しくぎんなん寮へ入所となった。夜間帯と土日祝日に、日常生活支援及び起床・就

寝支援、入浴支援、買物・持物管理、各種当番活動を行った。 

 外出が長らくできていない状況であり、イオンの移動販売車を招き、おやつの購入ができるように企

画し、実施した。皆さん、久しぶりの買い物を喜ぶことができていたが、その際、パンを喉に詰めたこ

とで 1名利用者が亡くなられた。 

 コロナ禍であり、帰省や外出に制限がかかる中で生活をして頂く状態となった。コロナ感染が寮内で

発生した際には、ぎんなん寮男子、ぎんなん寮女子、のぞみ寮の棟ごとの区分けや、レッドゾーン、イ

エローゾーン、グリーンゾーンの区分けを行い対応した。1 月に、コロナ感染の為、2名の利用者が亡く

なられた。 

  

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 1,378 1,378 1,383 1,406 1,378 1,321 1,223 1,201 1,324 1,171 1,133 1,332 15628

定員 1,540 1,540 1,540 1,610 1,610 1,540 1,656 1,584 1,656 1,656 1,440 1,656 19028

利用率 89.48% 89.48% 89.81% 87.33% 85.59% 85.78% 73.85% 75.82% 79.95% 70.71% 78.68% 80.43% 82.13%

令和4年度　生活介護　利用率

3年度利用率　　85.0％定員　＝　1日の定員　×　日数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 1,435 1,465 1,429 1,454 1,427 1,377 1,421 1,396 1,426 1,417 1,212 1,333 16792

定員 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,400 1,550 18250

利用率 95.67% 94.52% 95.27% 93.81% 92.06% 91.80% 91.68% 93.07% 92.00% 91.42% 86.57% 86.00% 92.01%

令和4年度　施設入所支援　利用率

3年度利用率　93.8％定員　＝　1日の定員　×　日数
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③【短期入所】及び④【日中一時支援】 

 コロナ状況より６月まで受け入れ中止（通所のみ可）としていた。 

施設内でコロナ感染者が出たため、10/3～10/21、11/17～12/11、1/9～2/5 全面受け入れ中止とした。それ

以降も通所利用者のみ受け入れ可能とした。 

 

 

 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
日中一時支援
利用日数

0 1 1 3 0 1 1 2 1 1 2 2 15

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
短期入所
利用日数

31 28 27 34 26 27 9 12 13 4 13 24 248

※令和3年度　合計…34（日）

※令和3年度　合計…358（日）
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⑤【就労継続支援 B型】 

 

利用者人数…10名         

職   員…6名 

 

作業内容：『特別養護老人ホーム清掃作業』  （利用者：５名  職員：１名） 

     ・洗濯作業・居室の掃除・廊下掃除・トイレ掃除 

      

『役場等の清掃活動』       （利用者：３～５名  職員：１名） 

     ・上月支所     （トイレ掃除・床掃除・除草 等）（月・木 PM） 

     ・上月体育館    （アリーナ清掃・観覧席清掃 等）（火 PM・金） 

     ・福祉センター   （トイレ掃除・床掃除 等）    （ 水 ） 

     ・佐用役場第２庁舎 （トイレ掃除・廊下掃除・外回り）（火 AM・木 AM） 

 

反省点：主な作業内容としては役場等４か所（上月体育館・福祉センター・上月支所・佐用町役場第 2

庁舎（保健センター））の清掃と特別養護老人ホームの洗濯作業と清掃作業の２班に分かれて作

業を行っている。 

特養の清掃活動においては、コロナ対策や特養の大型改修工事に伴い、作業範囲の変更や清掃

の順番の変更があり、必要に応じてその都度『作業手順書』を変更し、利用者が混乱せず作業

を行えるように対応した。（１月改修工事終了） 

後期には園内からも、特養からもコロナ罹患者がでて、長期にわたって作業への参加ができな

い期間があった。その間、特養作業に参加して頂いている利用者には、園内の清掃活動を行っ

てもらった。 

役場等での清掃活動においては、利用者人数の増加、作業スキルの向上などから、佐用町と工

賃増額の交渉を行い、令和５年度より１日６０００円だった委託料を８７００円に値上げして

もらう事ができた。 

それぞれの作業に『作業手順書』や、必要に応じて『スケジュールカード』や『タイマー』等

を使用し、作業内容や順番、作業時間などが見て確認できる様に『視覚化』を取り入れ『自分

でできた喜び』を感じてもらえる様に支援を行った。 

工賃の支給は、作業後に一人ひとりに『作業能力等評価表』にて評価を行い、本人の能力や頑

張りに見合った工賃を支給した。年度ごとに少しでも工賃が上がる様に検討している。 

[７５０円（変動あり）×日数×評価倍率] 

       

今後の課題：作業場所の拡大・確保（上月支所が改修工事に入り作業ができなくなる） 

      掃除スキルの向上（本人にあった作業内容と理解しやすい作業手順書の作成） 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 190 187 199 202 190 189 118 123 170 118 172 205 2063

定員 220 230 220 230 230 220 230 220 230 230 230 230 2720

利用率 86.36% 81.30% 90.45% 87.83% 82.61% 85.91% 51.30% 55.91% 73.91% 51.30% 74.78% 89.13% 75.85%

令和4年度　就労継続支援B型　利用率

3年度利用率　71.4％定員　＝　1日の定員　×　日数



12 

3．グループホームたんぽぽ 

 

地域の中での生活を実感できるホームとして、支援を行った。 

コロナ禍であり自治会行事の多くが不開催となってしまった。屋外で開催される神社や自治会の掃除

には参加できたが、飲食を伴う外出はご遠慮いただき、ふれあい喫茶等には参加できなかった。 

 利用者の多くが、日中はいちょう園を利用しており、いちょう園内でコロナ感染があり登園中止と

なった際には、ホーム内で過ごすこととなり、『家の中での楽しみ』に目を向ける必要があった。そこ

で、BS視聴環境やインターネット・Wi-Fi環境を整え、各々の時間の充実を図った。 

 10月には、たんぽぽ独自のイベントを「たんぽぽオータムドライブ」と称して開催した。 

  

 

 
 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 209 217 210 217 217 210 217 210 217 217 196 217 2554

定員 240 248 240 248 248 240 248 240 248 248 224 248 2920

利用率 87.08% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.50% 87.47%

3年度利用率　87.2％

令和4年度　共同生活援助　利用率

定員　＝　1日の定員　×　日数
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4．相談支援事業所すまいる 

 

①【相談支援事業】 

 相談ケースの増加に対応し、令和 4 年度から新たな専任の相談員を加え、相談支援専門員を 3 名体

制とした。今後も相談支援に関して一定の研修と実践経験を積み重ねながら、相談支援専門員の養成を

図っていき、よりきめ細かな相談対応やサービスの質の向上に取り組んでいく。また佐用町行政をはじ

めとして、地域自立支援協議会や関係機関等、広域での連携をもとに地域の課題に取り組んでいきたい。

新たな試みとして、地域のニーズを把握する為の、データ整理（地域別、年齢層、障害別など）を行い、

地域ごとの特性や、必要なニーズの収集等、きめ細やかに情報を把握し、ニーズに応じた相談支援体制

を作り上げて行けるように取り組んでいく。 

主な相談内容として、 

・親子で作業所に通っているが、作業所が障害特性を理解してくれず、働きにくさがある。作業環境の

改善に向けて、一緒に話をしてほしい。 

・特別支援学校に通うが、学校生活への定着のしにくさがある。安定して学校に通わせたい。また母親

に対する子育ての負担が少しでも軽減できればいい。 

・聴覚障害があり、夫ら４人家族。地活に通っている。夫の体調悪く、家事を担う事に困難さがある。

相談窓口と繋がっておきたい。 

・身体障害があり、病院以外のリハビリできる環境を探してほしい。親亡き後の相談もしたい。 

などが挙げられる。 

 

◎主な業務内容  

・本人や家族からの相談受付、関係機関との連絡調整、在宅者への訪問、電話相談 

・サービス等利用計画の作成とモニタリング 

・障害福祉制度、自立支援サービスの情報提供 

・福祉施設などの専門機関を紹介、見学、面談に同行 

・障害年金、各種手帳、日常生活用具申請等の助言 

・各種研修会、西播磨圏域各部会、佐用町相談支援連絡会、佐用町特別支援教育コーディネーター 

 研修会への出席、佐用町要対協ケース会議への出席 

・佐用町当事者交流会（令和 2～4 年度はコロナの影響で未実施）令和 5 年度に再開予定 

・兵庫県相談支援従事者現任者研修受講（1 名） 

 

 

 

 

◎相談者実人数(R4.4～R5.3) ◎障害別相談件数（R4.4～R5.3）

※令和3年度　283人

※会議・・・個別支援会議、ｹｱ会議、ｻｰﾋﾞｽ担当者会議、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ会議等

31

0

214

電話相
談

電子ﾒｰ
ﾙ・FAX

訪問

精神

その他

計

186

児

0

14

0

63

77

来所相
談

2 191 56331

63

291

250

172

会議※
関係機関
との連絡
調整

圏域活
動

89

94 その他

計

94

103

者

身体

知的

同行 計

身体 4 0 12 12 0 1,034

知的 1 0 8 1 4 301 289 0 776

精神 0 0 24 0 5 100 204 0 110 443

計 6 1 51 14 16 922 1,248 7 825 3,090

児童 1 1 7 1 5 330 0 291 822

0 0 6 7 2 15その他 0 0 0 0
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③ 【佐用町地域生活支援拠点等事業】 

 

平成 29 年 7 月から、佐用町の委託を受けて開始した地域生活支援拠点等事業では、新規で 4 名の登

録があった。障害者の高齢化・重度化を見据え、“親亡き後”も住み慣れた地域で安心して暮らし続けら

れるよう、緊急時にすぐに相談ができ、適切なサービスを受けられるように、地域の福祉関連機関と連

携して、利用者の生活を地域全体で支えるサービス（①相談、②体験の機会・場、③緊急時の受入れ・

対応、④専門性、⑤地域の体制づくり）提供の体制を整える事に努めた。個々の相談ケースにおいて、

今後もサービスの準備を進め、事業の周知や各施設へ協力依頼を求めていく事が必要である 

  

 実施事業 

１．佐用町障害者地域自立支援協議会及び、佐用町障害者施設等連絡会にて、実績報告と事業計画の周

知（7 月） 

２. 新規登録者（4 件）からの相談、登録、面談。サービス利用の準備、調整。 

３．登録者との定期面談。親亡き後の受入れ先、緊急時の受入れの相談。 

（登録者 23 名、R5.3.31 現在） 

 

 

 

 

 

 

  

※令和3年度　3,321件

0その他 7 0 0 0 00 0

◎障害別相談内容（R2.4～R3.3）

福祉ｻｰ
ﾋﾞｽの利
用、苦
情

障害や
病状の
理解

健康・
医療

不安の
解消・
情緒の
安定

保育・
教育

家族関
係・人
間関係

家計・
経済

生活技
術

就労
社会参
加・余
暇活動

身体 180 1 8 7 0 0 0 0

知的 25 0 0 2

0

精神 65 0 1 11

0

0 6 0

0 3 0 12 00

計 340 1 9 20

児童 63 0 0 0

2

0 0 0 0 2

0 0

2 0 4 0 18

2

0 0 1

権利擁
護

利用計
画・ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

その他 計

0 190 648 1,034

8 15

0 302 432 776

0 97 262 443

0 918 1,776 3,090

0 329 426 822

0 0
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5．地域活動支援センター あさぎり 

 

佐用町在住利用者１５名が利用されました。作業所では、業者よりの下請け作業「山陽ダイヤパーサービスの

タオルたたみ」を中心に「三井紙工そうめん箱おり」「ペット用品の袋入れ、封緘作業」などの作業が途切れない

ように確保に努めました。 

作業以外の行事等はコロナ禍の為、最小限となり、花見や七夕まつり（バーベキュー）、クリスマス会、毎週金

曜日の食事の提供など出席意欲が持てるように取り組みました。 

利用者においては 1 名の方が食道がんの為 9/17 に入院中の佐用中央病院にて亡くなられました。また、新

たに 10/1 より１名の入所がありました。       

新型コロナウイルスについては、ワクチン接種を行う事で、利用者、職員の罹患はありませんでした。 

その他利用者の病状として、認知症などの症状、様々な病気や精神的な疾患による症状もあり、生活様式も

独居の方が半数を占める事、支えるご家族の高齢化や入院、ご逝去などの変化もありました。 

また、万引きや迷惑行為、家族との問題などの地域に居住するがため起きる事案にも対しても地元商店、保

護者などとも連絡を取り合いながら対応しました。 

令和 4 年度も佐用町との事例研修などの研修に参加を行い佐用町との情報共有を行い、様々な状態の利用

者の日中活動の場として、町の各種サービスにつなげる場として活動を行いました。 

行事 

4/8(金)  お花見 大イチョウ公園にて 

7/8(金)  七夕・バーベキュー あさぎり作業所にて     7/23(土)兵庫セルプ集草作業 

11/19(金) 秋の散策 大イチョウ公園にて 

12/16(金) クリスマス会 あさぎり作業所にて          3/3 (金)兵庫セルプ集草作業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

計 173 175 208 185 152 138 171 166 162 137 149 192 2,008

定員 300 285 330 300 300 300 300 300 300 270 285 330 3,600

利用率 57.67% 61.40% 63.03% 61.67% 50.67% 46.00% 57.00% 55.33% 54.00% 50.74% 52.28% 58.18% 55.78%

令和4年度　地域活動支援センターⅢ型　利用率

定員　＝　1日の定員　×　日数 3年度利用率　58.17％
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ケアの内容に

かかわる事項
8%

個人の嗜

好・選択に

かかわる

事項
70%

その他
22%

相談の分類

話を聞いて

欲しい
40%

教えて欲しい
7%

回答が欲し

い
30%

改めて欲し

い
20%

その他
3%

申出人の要望

説明・情報不

足
2%

職員の態度
2%

サービス内

容
10%

本人の要

望、希望
86%

想定起因

相談の分類 件数 割合
ケアの内容にかかわる事項 3 8%
個人の嗜好・選択にかかわる事項 26 70%
財産管理・遺品・遺言等 0 0%
施策・法律にかかわる要望 0 0%
その他 8 22%

合計 37

申出人の要望 件数 割合
話を聞いて欲しい 16 40%
教えて欲しい 3 8%
回答が欲しい 12 30%
調査して欲しい 0 0%
改めて欲しい 8 20%
その他 1 3%

合計 40

想定起因 件数 割合
説明・情報不足 1 2%
職員の態度 1 2%
サービス内容 4 10%
権利侵害 0 0%
本人の要望、希望 36 86%
その他 0 0%

合計 42

6．その他 

 

⚫ 意見・要望・苦情解決報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※案件により、「申出人の要望」や「想定起因」が複数になる場合があります。 
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⚫ リスクマネジメント報告 

【ヒヤリはっと報告】計 60件 

  

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

※グループホームたんぽぽ、ふれっしゅは、 

通所に含む。 

 

 

 

 

 

 

 

【事故報告】計 27件 

  

                           

 

  

 

 

 

 

 

 

※グループホームたんぽぽ、ふれっしゅは、 

通所に含む。 

  

ぎんなん 12 転倒・転落 2
のぞみ 11 入浴 0
通所 4 誤嚥（窒息） 3

合計 27 薬関係 12

自傷 0
暴力 3
無届外出 1
送迎 0

その他 6

合計 27

【部署別件数】 【種別件数】

ぎんなん 13 転倒・転落 30

のぞみ 40 入浴 3
通所 7 誤嚥（窒息） 4

60 薬関係 12
自傷 1

暴力 3
無届外出 2
送迎 0
その他 5

合計 60

【部署別件数】 【種別件数】
ぎんなん
22%

のぞみ
67%

通所
11%

ヒヤリはっと 部署別割合

転倒・転落
55%薬関係

22%

誤嚥（窒息）
7%

入浴
5%

暴力
5%

無届外出
4%

自傷
2% ヒヤリはっと 種別割合

ぎんなん
44%

のぞみ
41%

通所
15%

事故報告 部署別割合

薬関係
45%

無届外出
4%

暴力
11%

転倒・転落
7%

誤嚥（窒息）
11%

その他
22%

事故報告 種別割合
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⚫ 警備防災報告 

・避難訓練報告 

 

 

 

  

実施日 時間 想定 参加者 備考

4月13日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員

5月17日 午前 深夜・のぞみ寮・火災 利用者、職員、マルタマ・たんぽぽ利用者 佐用消防署による消火訓練(水消火器使用)

6月22日 午前 昼間・厨房・火災 利用者、職員 消火栓使用した放水訓練

7月11日 午前 昼間・いちょう園裏山・災害想定 職員 佐用消防署によるCPR･AED講習

9月9日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員

11月11日 午前 避難訓練は中止 鯛焼利用者、職員、マルタマ 佐用消防署による消火訓練・査察

2月10日 午前 避難訓練は中止 職員 佐用消防署による喉詰め対応講習・夜間通報訓練

3月23日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 佐用消防署による搬送法講習

実施月 時間 想定 参加者 備考

4月 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

5月 午前 （なし）
GH利用者、職員

小野マルタマフーズ
消防署員指導消火器使用訓練
（いちょう園と合同）

6月 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

11月 午前 （なし）
GH（鯛焼）利用者、職員

小野マルタマフーズ
消防署員指導消火器使用訓練
（いちょう園と合同）

3月 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

令和4年度　障害者支援施設いちょう園　防災訓練実績記録

令和4年度　グループホームたんぽぽ　防災訓練実績記録
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Ⅴ．人事育成報告 

  

 計画に沿って各種研修、採用、人事考課制度を実施した。 

 感染症防止、働き方改革への順応の為、一部不開催となった。 

 

1．外部研修報告 

 

※オンライン開催。いちょう園内にて受講。 

2．内部研修 

 

 

 

月 日 テーマ・内容 参加人数 場所

5 23 ウィズIN西はりま　総会 1 たつの市

13 人が育ち、自分も伸びるリーダーシップ研修 1 ※

24 はじめて福祉の仕事に就く人の為の研修（基礎編）（Aコース） 2 ※

1 兵庫県相談支援従事者基礎研修 1 加古川市

29 兵庫県経営協7月例会 1 神戸市

1 全国知的障害関係施設長等会議 1 ※

26 全国グループホーム等研修会　北海道大会 1 ※

30 特別支援コーディネーター合同研修会 1 佐用町

9 20～22 強度行動障害支援者養成研修（基礎課程） 2 ※

1 はじめて福祉の仕事に就く人の為の研修（実践編） 2 ※

3 管理職研修 2 ※

5 アンガーマネージメント研修 2 ※

1～2 サービス管理責任者基礎研修 1 神戸市
17 揖龍・宍粟・佐用給食施設協議会　佐用支部第一部会研修会 2 佐用町

12 8～9 兵庫県相談支援コース別研修 1 姫路市
20 会計実務担当者研修（予算、決算編） 2 ※
26 障害者支援施設部会近畿地区大阪大会 1 大阪府
27 障害者虐待防止マネジャー研修会 3 ※

26～27 相談面接技術研修（基礎編） 1 神戸市
7 社会福祉法人理事・評議員研修 1 ※

10 栄養士、調理員研修会 2 神戸市

13 社会福祉法人会計実務者決算講座 1 ※

20 佐用郡栄養士会研修会 2 佐用町

27 兵庫県知的障害者施設協会　障害者支援施設部会研修会 1 神戸市
17 職場研修担当者研修 2 神戸市
1 揖龍・宍粟・佐用給食施設協議会　全大会研修会 2 宍粟市

1 社会福祉法人研修 2 神戸市
9 福祉従事者中堅研修 2 神戸市

11 佐用町地域福祉研修会 1 佐用町

2

3

6

7

8

10

11

1

人事評価制度作成プロジェクト

※1

原田社会保険労務士 役職者
原田社会保険労務士新任役職者研修4 新任主任、新任副主任

9

※1 全職員
※1 全職員

※複数回実施し、利用者当番含め、全職員が参加した。

開催回数 参加対象テーマ 講師等
佐用福祉会
佐用福祉会
佐用福祉会

事業報告、支援報告
虐待防止研修

全職員事業計画、支援計画
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3．資格保持者数一覧 

 

 

4．職員報告 

  ○採用 ・R4.4.1  支援員 2名 

・R4.10.1 栄養士 1名 

・R4.12.1 支援員 2名 

・R5.1.1  支援員 2名 

・R5.3.1   支援員 1名 

 

○退職 ・R4.8.31 看護師 1名 

・R5.1.31 看護師 1名 

・R5.3.31 栄養士 1名 

・R5.3.31 看護師 1名 

・R5.3.31 支援員 2名 

 

 

5．人事考課制度 

（現行） 

 ・被考課者研修（年 1回予定）… 4月に実施 

 ・考課者研修（年 1回予定）… 4月、9月に実施 

 ・被考課者への評価及び、面接指導（前期・後期実施） 

… 前期（4～9月）、後期（10～3月）の 2回に分け実施。 

 

（新規プロジェクト） 

 ・人事評価制度作成プロジェクト 

 

  

  

5 名
2 名

17 名
2 名
4 名
1 名
1 名

13 名
15 名
9 名
1 名

資格習得、及び受講済み一覧

　　〃（基礎課程のみ）

社会福祉士
精神保健福祉士
介護福祉士
知的障害者援助専門員
社会福祉主事任用資格
介護福祉士実習指導者

行動援護従業者

サービス管理責任者

強度行動障害支援者

相談支援専門員

実施内容 参加者
第1回 10月 25日（午後） 「フレームワーク」づくり 園長、事務長、課長、係長、主任
第2回 11月 9日（午後） 「資格等級制度」づくり 園長、事務長、課長、係長、主任
第3回 12月 13日（午後） 「仕事調べ」① 園長、事務長、課長、係長、主任、副主任
第4回 12月 27日（午後） 「仕事調べ」② 園長、事務長、課長、係長、主任、副主任
第5回 2月 14日（午後） 「評価要素」選び 園長、事務長、課長、係長、主任
第6回 2月 28日（午後） 「評価の着眼点」づくり 園長、事務長、課長、係長、主任、副主任
第7回 3月 14日（午前） 「評価の着眼点」づくり 園長、事務長、課長、係長、主任、副主任
第8回 3月 14日（午後） 「チームプロジェクト」の実践 園長、事務長、課長、係長、主任

第9-1回 3月 28日（午後） 「人事評価制度」の設計 園長、事務長、課長、係長
※令和5年度に第9-2回～第12-2回まで実施し、新評価制度を完成予定

日時



21 

Ⅵ．設備修繕報告 

 

 1.固定資産等購入報告 

購入備品 業者 金額 備考 

洗濯機 ABC電気     \ 146,000  のぞみ寮洗濯棟 

 

 

 

 2. 建物・設備修繕報告 

建物・設備 施工業者 金額 備考 

ふれあい会館改修 阿山建設  ¥ 1,540,000  ふれあい会館一階 

業務用乾燥機修理 兵庫リハビリ  ¥ 121,517  のぞみ寮洗濯棟 

業務用洗濯機修理 兵庫リハビリ  ¥ 187,392  のぞみ寮洗濯棟 

スチームコンベクション修理 ホシザキ阪神  ¥ 58,850  ぎんなん寮厨房 

循環薬液タンク修理 サイエンス  ¥ 104,654  のぞみ寮ボイラー室 

ガス回転釜修理 佐用プロパン  ¥ 146,300  ぎんなん寮厨房 

屋根パネル修理 阿山建設  ¥ 69,300  渡り廊下 
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※入退所情報 

【入所】4 名 

・佐用町 20 代男性 

（入所部・生活介護） 

・佐用町 10 代女性（通所部・生活介護） 

・上郡町 10 代男性（通所部・生活介護） 

・佐用町 50 代所性（通所部・生活介護） 

 

【退所】3 名 

・宍粟市 50 代男性（入所部・生活介護） 

・太子町 60 代男性（入所部・生活介護） 

・上郡町 60 代男性（入所部・生活介護） 

 

最高齢： 86歳

最年少： 18歳

Ⅶ．資料   

 1.いちょう園 利用者実態（令和 5年 4月 1日現在） 

 

【平均年齢】 

施設全体 52.2歳（男性 51.4 歳女性 53.1 歳） 

入所部 58.8 歳（男性 57.3 歳女性 60.3歳)  

通所部 42.9 歳（男性 44.5 歳女性 40.5歳） 

 

  

佐

用

町

上

郡

町

姫

路

市

宍

粟

市

た

つ

の

市

神

戸

市

加

古

川

市

三

木

市

西

宮

市

尼

崎

市

明

石

市

丹

波

市

淡

路

市

太

子

町

香

美

町

津

山

市

佐

用

町

上

郡

町

た

つ

の

市

美

作

市

女 11 2 3 1 1 1 1 1 1 1 10 2 1

男 8 3 2 4 1 1 1 1 1 11 5 2 1

0
2
4
6
8
10
12

出身地別利用者数（人）

入所 通所

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

女 1 1 3 5 6 7 0 2 4 1 1 1 3 1

男 2 2 2 7 2 5 2 3 2 1 2 8 3 0

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

年齢別利用者数（人）

入所 通所

区分4 区分5 区分6 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6

女 8 9 6 0 4 5 2 2

男 0 9 13 1 5 5 5 3

0

2

4

6

8

10

12

14

障害支援区分別利用者数（人）

入所 通所

45名

32名

77名

通所

合計

いちょう園利用者数

入所
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2.あさぎり 利用者実態（R5.3.31現在） 

 

あさぎり利用者人数…15名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30代 40代 50代 60代

女 1 1 1 3

男 3 2 4

0

2

4

6

8

年齢別利用者数（人）

平均年齢 施設全体 55.3歳 （男性 56.8歳 女性 53.0歳 ）

精神 身体 知的

女 4 1 1

男 5 3 3

0

5

10

障害別利用者数（人）
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3.沿革史 

 

 【設立の経緯】 

① 佐用町手をつなぐ親の会会員からの、「子供達が安心して毎日を過ごす場所が欲しい」「この子

を世の光に」「なんとか働く場所が欲しい」との切実な思いを、佐用町、町議会にお願いし、『社

会福祉法人佐用福祉会』及び『いちょう園（通所）』を設立。 

② 「親亡き後、この子達の生活する場所が欲しい」「居住できる施設が必要」との声を受け、『ぎん

なん寮（入所）』を設立。 

③ 入所期間が長期化し、重度・高齢化する人が増え、「重度、高齢の人達が安心して暮らせる施設

を」という保護者の願いにより、『のぞみ寮（重度棟）』を増設。 

④ 「施設から地域へ」という社会からのニーズを受け、『ふれあい会館（自立訓練棟、保護者会館

を兼ねる）』『グループホームたんぽぽ』『ケアホームたんぽぽ』を設立。 

⑤ 佐用町からの委託、特定相談支援事業者、障害児相談支援事業者の指定を受け、『相談支援事業

所すまいる』を開設。 

⑥ 佐用町からの委託を受け、地域生活支援拠点事業開始。 

⑦ 旧NPO法人あさぎりを法人傘下へ。『地域活動支援センターあさぎり』として設立。 

⑧ 働く場所、訓練する場のニーズ増加に伴い、就労継続支援B型事業を開始。 

⑨ 防災の拠点、地域の交流の場として、「佐用城跡防災公園」を敷地内に竣工。 

⑩ グループホームたんぽぽ中町を開設（旧グループホームたんぽぽを、たんぽぽ栄町とする）。 

⑪ 地域のニーズ、法体制の変異に沿って形を変えつつ、現在の佐用福祉会に至る。 

 

【沿革史年表】

 

  

昭和57年 4月 通所更生施設　いちょう園開設 定員20名
昭和61年 4月 入所更生施設　ぎんなん寮開設 定員30名
平成 5年 1月 いちょう園　定員変更 定員22名

平成 7年 6月 ぎんなん寮重度棟（のぞみ寮）増設 定員20名

平成16年 4月 自立訓練棟・保護者会館併設 定員5名
平成18年 5月 グループホーム　たんぽぽ開設 定員4名
平成18年 10月 たんぽぽ　ケアホームを兼ねる 定員4名

平成24年 3月 佐用町より相談支援事業委託を受ける

平成26年 10月 大規模修繕工事開始
平成27年  3月 大規模修繕工事完了
平成29年 7月 佐用町の委託を受け、地域生活支援拠点事業開始
平成30年 4月 地域活動支援センターあさぎり開設 地域活動支援センターⅢ型指定
令和2年 4月 就労継続支援B型事業開始 いちょう園内にて。定員10名。
令和2年 11月 「佐用城跡防災公園」竣工式
令和3年 4月 グループホーム　たんぽぽ中町　開設 定員4名

（旧たんぽぽを　たんぽぽ栄町　に改名）

平成 9年

いちょう園廃止　ぎんなん寮へ統一 入所定員30名
通所定員22名

入所定員50名（重度20名）
通所定員22名

4月

4月 いちょう園に名称変更

通所部、ぎんなん寮、のぞみ寮

施設入所支援　定員50名
生活介護　　　　定員72名

自立支援法新体系移行平成21年

　　〃　年 相談支援事業所すまいる開設

4月

4月 特定相談支援事業者、障害児相談支
援事業者の指定
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4.敷地内図等 

 

 【いちょう園敷地内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふれあい会館

第1駐車場

のぞみ寮

倉庫

佐用城跡防災公園

洗濯場
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【いちょう園建物内図】 
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【2F】

階段

居
室
5
号

居
室
4
号

居
室
3
号

居
室
2
号

居
室
1
号 倉庫 便所

洗面
洗濯室
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研
修
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作
業
指
導
室

娯
楽
・
談
話
室

調理実習室 階段

洗面・浴室
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洗面台
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トイレ

トイレ
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居
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和
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【1F】 【2F】
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脱衣場
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廊下

リビング ダイニングキッチン

物入

ホール

玄
関

階段

【ふれあい会館（自立訓練棟兼保護者会館）】                 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ栄町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2832-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ中町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 3043-3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域活動支援センターあさぎり】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2892-8） 

 


